
111

j

i
f--}tilt 

1 

シラハタマツの特性と造林的価値に関する研究

斎藤孝蔵

Kδzo SAI由:Studies on the Characters and Its Silvicu1tural Worth of Shirahata Pine. 
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1.緒言

シラハグマツ(白旗松)は山形県の特産であってアカマツの中の一つの優良品種と見な

されている.白旗の名は今から 350年前上杉謙信が隣国と戦を交えるにあたって，未明に

この松の林がちょうど敵軍の白旗のように見え大軍が襲来したかと驚いたという伝説に由

来している.またの伝説では中華から種子を輸入したというのであるが確証はない.寛政

4年7月米沢藩樹畜建議の中に白旗松という言葉が出ているので，今から150-160年前か

ら実際上一つの優良林業品種として取扱われてきていることになる.

白旗松についての研究は佐藤敬二氏1)が昭和6年に東大演習林報告の中で「シラハグマ

ツの植物学的研究」を発表したのをはじめとして，昭和16年当時米沢営林署造林主任であ

った矢作琴治氏がこの松について調査研究を試み，次いで昭和28年シラハグマツ保存増殖

委員会を東北パルプ株式会社山形出張所に設け，著者等数名の者が委員となって白旗松の

調査研究に従事した.委員の中の一人である林業試験場釜淵分場の塩田勇氏は主として山

形県西置賜郡白鷹町浅立にある奥山源内氏所有のシラハタマツ林で研究をはじめ，林業試

験場発刊(昭和29年)アカマツ，クロマツ林業綜説のうち「各地の有名松第一集」の中に

その一部が記載されている.著者3)は昭和29年上林敏夫氏大石信孝氏と共著で日本林学会

東北支部会誌第5回大会講演集に「白旗桧の樹木理学的研究J を発表し，同年山形大学農

学部今野国太郎氏，谷口栄一氏4)の共著で山形農林学会報第7号の中に「シラハグマツと

オキグママツの機横的性質の比較試験」が発表された.その後前記のシラハタマツ保存増

殖委員会の仕事が昭和29年に山形県国有林経営協議会の中の有用造林樹種特別部会の方へ

移行して調査研究がつづけられ，その結果として昭和30年著者と須藤昭二氏7)との共著で

「シラハグマツの細胞学的研究一主として核型について」が同協議会の報告書として発刊さ

れた.なお同年白鷹町奥山林業部の鈴木菊弥氏8)は「白旗松の研究とこれが施業方策につ

いてJ と題し蒼林6号に奥山源内氏所有の白旗松林の実態を明かにした.

本紙で発表を試みるものは，主としてシラハグマツの特性とそれに伴って植物分類学上

位置ならびに本品種の造林的価値であって，既往の研究に新しい研究を加えやや綜合され

た形のものである.この研究をなすにあたって後援された秋田営林局，山形県庁，東北パ

ルプ山形出張所の関係各位に対して深謝するとともに，研究を直接援助された山形大学農

学部須藤昭二氏，上林敏夫氏，渡部進氏，安部孝一氏，東北パルプ出張所の赤井一男氏，

大石信孝氏，山形県庁林務課小関福男氏，青木恭太郎氏に対しでも感謝の意を表したい.

2. シラハタマツの分布ならびに立地

山形県置賜地方に産するアカマツは地元での呼称を尊重して形態学的ならびに生理学的

立場からこれを三つに分けるのが便宜である.

すなわち曲幹であって比較的標高の高い所に位置して分布するところのものはデマ・ツで

あり，それよりやや下方に位置していて比較的直幹であって形質のややよいものはオキグ
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2 山形大学紀要(農学)第2巻第2号

第 1図 シラハタマツの林相(其の1)

西置賜郡白鷹町浅立にある奥山源内氏所有

母樹林，林令55年，樹高平均22m， 平均胸
直26cm，1ha当り600木，1，200石

ママツであり ，平坦地または緩斜地に植樹

造林されているものは主としてこ のシラハ

グマツであって極めて本幹が通置である.

これらの区分は木材利用の立場から便宜な

ものではあるが環境か遺伝かの吟味は充分

ではなく特にデマツとオキ グママツとは変

異に過ぎないものかも知れない.シラハグ

マツ の発祥地は山形県南置賜郡山上村， 南

原村のようであり ，選抜採種育苗3年生苗

として船で最上川を下しその両岸に植栽さ

れたものである.従って分布は南置賜郡，

東置賜郡，西村山郡，東村山郡等に散在的

に分布している.いわゆる白旗系と称せら

れる松はその面積，蓄積と もに相当なもの

であろうが，著者等の研究の対象になった

もので苗木の出所が明 らかであり ，真のシ

ラハグマツの特性を発揮している林分は比

較的少なくて南置賜郡南原村， 米沢吹屋敷

上杉家の所有林 (第 2図参照)，東置賜郡大

塚村，西置賜郡白鷹町浅立にある奥山源内

氏所有林(第1図参照)，十王村太平山にあ

る東北パルプ株式会社所有林，
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第 2図シラ ハ タマ γ の林相 (其の2)

南置賜郡米沢吹屋敷上杉家の所有林
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象となって利用径級に達したところの松林が悉く伐採されたためである.

これら11ケ所にある林分の方位は主として南向が多く ，西， 東がこれに次ぎ，北向はな

い.傾斜角は平坦から 20~ まで の間であり ， 土性は壌土，埴壌土，埴土が多い.基岩とし

ては石英組面岩，火崩片麻岩，安山岩，頁岩等であって，土壌の深度は 20cmから 140cm

に及ぶ.標高は概して丘陵地の 200-300m以下に多く現われ，土中湿度は乾もしくは潤で

あり ，容気量の大きな土壌の所ほど生長がよい.積雪量は 2m以下の所ばかりで概して降

雪量が少なくて融雪期の早い所に分布している傾向がある.

3.研究対象林分の記載

所 在:山形県西置賜郡白鷹町大字太平山東北パルプ株式会社所有林

面積:0.7町歩

地況:方位は西向き，標高300-340m，傾斜角10
0

，基岩は花街片麻岩，土壌型はBc

型である.林内に試孔を掘るにA層27cm，B1層20cm，B2層27cm，C1層17cm，

FH層には菌来を認む.結合度は軟，湿度は潤で多少乾に傾く.

林況 :人工造林地であって燭令は55年， 1953年2月に間伐を施し，残存木の蓄積500

石，本数600本，平均直径25cm，平均樹高18mあり.

植 生:ヤマウルシとコブシとが優占種であって他にミズナラ，アズキナシ，ヨメツツ

ヂ，スノキ，ヤマザクラ，チシマザサ，ウシ コロ シ，ク ロモジ，リヨウブ，ツ

ルウメモドキ，コブシ， ミヤマガマズミ， ハナヒリノキ，コシアブラ"'"ワウ

• )レシ，ホツツデ，ヤマモ ミジ，イヌツグ，ハウチワカエデ，ガマズミ， コズリ

ハ，ウリ ハダカエデ，コナラ， ミヤマハギ，ヤマボ、ウシなどが混生している.

この対象林分の地続のすぐ下の所にオキグママツの天然生林があって， 樹令平均80年生，

樹高平均17m，平均胸高直径30cmのかなりよい林相を呈しているので上掲シラハタマツ林

から標準木1本を伐採し，下のオキグママツ林からも同時に 1本を伐採して木材の強弱試

験用のサンフ。ルを採ると同時に，シラハグマツとオキグママツとの特性研究用の資料に供

した.更に部分的なシラハグマツの特性研究の対象林分としては西置賜白鷹町字浅立にあ

る奥山源内氏所有林を使った.

a)形態学的性質

イ.樹形

4. Yラハタマツの特性

幹が通直で完満， 校下が長い.偏心せずして元口と末口の直径差が極めて少なく ，10尺

で2分の差しかない場合がある.従って歩当りもよくアカマツの60%に対してシラハグマ

ツのそれは80%もある.クローネの拡張は小であり，細校型であって校付は60-90
0

で水平

に近く真直に伸びる.前記太平山での伐倒木について校階別にシラハグマツとオキグママ

ツについて平均校の直径を測定するに，シラハタマツでは最下方の校階から上方に向って

4.0cm， 4.5cm， 3.5cm， 5.5cm， 5.5cm， 6.0cmであり，オキグママツでは 9.5cm，6.0cm， 

6.0cm， 4.5cm， 9.0cmであってシラハグマツの方が逢に細い.因に伐倒木の大きさはシラ

ハグマツ55年生で樹高18.5m，胸高直径25cmであり，オキグママツは83年生で、樹高17.5m，

胸高直径32cmであった.

働皮は粗皮が早期に脱落して基部1-2m以下だけに残っており，他は薄皮平滑であって

白色を帯びた掲色で，栓皮の厚さは 1--2mmで、その直下が護緑色を呈している.しかるに
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オキグママツのそれは褐色を呈している.しかしこの特性はシラハグマツ固有のものとは

いえない.本幹樹皮の摂れは右巻が多い.

ロ.針案

葉は一般に短くて柔軟であり，葉の着生は粗であるので葉量も少なく，これを遠望する

と白色を帯びた緑色に見える.棄の横断面での樹指溝の位置を上記太平山での伐倒木につ

いて校階別に採集して検鏡するに，脂濯が全部外位のもの 8，両角隅の 2個が内位で他が

外位のもの 5，角隅l個が内位で他が外位のもの 6，背面の 1個が内位で他の総てのもの

が外位のもの 7，腹面の 1個が内位で他が外f立のもの 1，背面の 2個が内位で他が外位の

もの 1， 背，腹面の 1個ずつ内位で他が外位のもの 1，角隅の 1個と背面の 1伺とが内位

で他が外f立のもの 1佃であった. 1樹の中の棄でもこのように変異がある.普通一般のア

カマツの樹脂溝は全部外位であるのが基本型となっているがシラハグマツに於いて内位の

ものを相当量含んでいる点はたしかに一つの特徴と云えるが前記オキグママツの樹脂溝の

位置についても相当な変異があって全部外位のもの11，角隅の 1つが内位で他が外f立のも

の14，両角隅の 2個が内位で他が外位のもの 5，背面の 1つが内位で他が外位のもの 1で

あって，樹脂溝だけではシラハグマツとオキグママツ との区別は困難である.針葉の気孔

線の数は同一サンプルでシラハグマツは背面7，腹面6が最も多く ，オキグママツでは背

面に10-12，腹面に 7-8であってシラハグマツの方が一般に気孔棋に乏しい.

播種苗の子葉数はアカマツのそれに等しいが子葉の長さはクロマツに類し，茎はアカマ

ツのそれのように細い.1年生床替苦で針葉の形態を調査するに鋸歯の着生距離はアカマ

ツ，クロマツに比較して粗生し，葉の先端型はアカマツと等しく，クロマツほど尖鋭では

ない.針葉の断面形はクロマツは convexが完全であるのに対してアカマツは扇平に近く，

シラハグマツはその中間型ではあるがアカマツに接近している. 2年生床替苗ではシラハ

グマツに限り土用芽の伸長を見ないので従って苦形が歪形となることはない.

播種苗の稚棄の葉序はアカマツ，ク ロマツでは明瞭に 3/8であるのに，シラハグマツは

極めて不規則で辛うじて 3/8を認め得る個体があるに過ぎない.基本螺旋の方向は植物学

上でいう右巻の個体が多く含まれている.こ の点は奥山源内氏所有林の中から採集した当

年山引苗についても同じよう なこ とが云える. 3-4年生首木の側校の葉序はアカマツ，ク

ロマツは 3/8-8/21で左巻が多いのに対して，シラハグマツでは不規則であって辛うじて

3/8-8/21を認め得るに過ぎないばかりでなく右巻のものが多い.

ハ.毛主果及び種子

毛主果の形状は一般に細長型であって形状比は平均2.0で、あり，着生数は極めて少ない.前

記シラハグマツ伐倒木について茜果の着生数を調蚕やるに僅かに16個に過ぎなかった.ζ

れを欧測に於いての欧訓アカマツ精英樹の着果量と比較すると 中位に属するという.しか

し着果量が毎年ほぼ一定していることが本品種の一つの特徴といえる.

前記シラハタマツとオキグママツとの供試木についで雌花を比較するにシラハタマツの

方は色彩濃紫色であって長さは後者と等しいが幅狭く ，かつ種鱗の数も少ないが，種鱗の

先端の刺状部は後者より 発達している.しかしこの刺状突起は瞳果となればこれと逆にな

る.オキグママツの方は色彩はやや淡色であって前者より幅広く，種鱗の数が多い.毛主果

になると麗鱗の数はシラハグマツの方が65-81，オキグママツは72-76を数える.

シラハグマツの種子はアカマツのそれに近い玄米のような感触をあたえるが多少クロマ
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ジラハタマツの特性と造林的価値に関する研究一一斎藤

ツの籾設のような感触を

も混えている. 種子は尖

頭であって隣部の突出が

アカマツより激し く，種

子の大きさは極めて不揃

である.種子100粒につ

いての大きさの測定の結

果は，算術平均で長さ

4.4mm，幅2.4mm，厚さ

1.4mmあって一般アカマ

ツのそれより多少長くか

っ厚い傾向を示してい

る.発芽試験による発芽

率は平均80%である.

ニ.芽

シラハグマツの芽の色

、第3図 シラハタマツ播種苗の根系 (1955年 9月21日撮影)

(左)シラハタマヅ，(右)アカマヅ

5 

は帯紫褐色7で，芽鱗は下部から発達しているがオキグママツのそれは褐色であって芽鱗は

芽の中位から発達している.

ホ.根

同一首畑で育成したアカマツ当年生苗の根とシラハタマツのそれとを比較するに，シラ

ハグマツの根はアカマツのそれの数倍の長さとなる.この事実から見ても水分に対する要

求度はアカマツよ り高いことがわかる(第3図参照).奥山源内氏所有林の中で地表近く走

る側根を掘り取って見ると，地下10cm位のところを傾斜に沿うて!jサ旨大の太さの根が 3.7

mもまっすぐに伸長しているのを観察した.これに対して同一立地にある普通のアカマツ

では多少屈曲しながら走行するのを認めた.シラハグマツは比較的土壌の深い所でよい生

長をするのであるからアカマツに比較して更に一層深根性であるように考えられる.

へ.材 質

シラハグマツの材質は緊密であって弾力性に富み，樹脂少なく，錨削容易で辺材が多い.

辺材部の色は白色であれ心材部は黄色を呈している.東北パルプ秋田工場5)での研究で

はシラハグマツの材には樹脂が一般アカマツより 2.77%も少なく， α繊維素は 89.2%でア

カマツより多く含まれていることを報告している.上記シラハグマツ，オキグママツの供

試木について山形大学農学部今野国太郎氏，谷口栄一民の研究によればシラハグマツの方

がオキグママツより木材の強度ならびに容積重が共に大であることを報じている.即ち圧

縮強度はシラハグマツが364kg!cm"，オキグママツが335kg!cm2であり，曲げ強度はシラ

ハグマツが 700kg!cffi2，オキグママツが 641kg!cm2 であり，容積重ではシラハグマツの

0.506に対してオキグママツは 0.466であってシラハグマツの方がともに大である.圧縮形

質商は両種と も同じだが，曲げの方はシラハグマツの方が僅かに大きい.

次に材の解剖学的性質を検するにシラハグマツとオキグママツとでは横断面に於いて仮

導管の細胞の大きさには大差がないが，細胞膜の厚さはオキグママツの方が厚目である.

一般に秋材部の細胞高はシラハグマツの方がオキグママツのそれよりも高い.即ちシラハ
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タマツは大体26-29細胞高であり ，オキグママツのそれは17-19に過ぎない.こ のような

性質があ るために木材の強度も強くなるこ とになる.水平樹脂溝ならびに垂直儲脂溝とも

に両種に於てその数には大差がないが，シラハグマツの方が直径が著しく小さい.すなわ

ちこのためにシラハグマツの材には一般に樹脂が乏しいといわれるのであろ う.春材部か

ら秋材部への移行はシラハグマツの方が漸進的であるが，オキグママツはやや急となって

いる . 髄線の紙胞高はシ ラ ハタ マツ の 5~8 に対して ， オ キ グママツ は10であって， オキ

タママツが高いことになる.

これを要するに以上記載したシラハグマツの形態学的性質は，林木育種の上から優良品

種の持つべき性質の大部分を満足させるこ とになる.

b)樹木生理学的性質

イ.耐寒性

著者等が既に発表した通り ，原形質分離によって細胞の醤透価を測定した結果は，アカ

マツ14.3気圧，シラハタマツ11.1気圧，クロマツ 5.3気圧であってシラハグマツはアカマツ

に接近している. 塩素酸加里0.5%溶液で処理した結果も，アカ マツが耐寒性最も強く ，次

はシラハグマツ，クロマツという 11慎序となった.今回更にシラハタ マツとオキグママツの

3年生苦の根の表皮細胞で原形質分離をおこさせてみるに， シラハグマツは0.15モルの熊

糖液で原形質分離をなかばおこし，勿論ク ロマツより 強く ，オキタ ママツは0.2モル液で分

離をおこしたのであるか ら，シラハタ マツの耐寒性は;tキグママツに劣るといえよう.次

にシラハグマツ 1年生苦での Feulgenの核染色反応の実験の結果によると，仁が染色し

ない点はクロマツ と同じであるが，核膜染色質部分が染色していることと 1個の紐胞の

染色状態が核を中心として周聞に次第に董色になりながら被膜附近まで染色していること

はアカマツ に類似しており ，アカマツ，クロマツの両者のいづ、れにも観察することのでき

ない特異な染色反応を示した.Feulgen反応と植物の耐寒性とのあい'だに相関あるかどう

かは今後の研究の結果決定されるべきである.これを要するに耐寒性はー披アカマツとク

ロマツ との中聞に{立することになる.

tI 発根生理

1954年 6月25日シラハグ マツ 3年生の苗木の新梢を基部から切断して，山形大学農学部

苗畑試験区内に挿木した.挿入前予措として挿穂を Atonik原液の20倍液に24時間切口を

浸して水洗後挿入した.挿穂の大きさは平均 10cm，直径0.35cmであってその中央部まで

土中に挿した.供試本数は処理区10本対照区10本で，同年11月10日掘取の結果は処理区10

本の中で 1本だけが発根した.発根部f立は切断面の上位から 1本の太い根が長さ 8cmにも

伸長してこ の根に22本の支根が着生していた.親棋の基部の直径は 2mmであった.ただ

し冬芽は既に形成されているが挿入したままの状態であって，その後は生長休止の状態で

あった.沖村義人10)，遠山富太郎両氏の研究によれば，アカマツ挿木の発擦はカノレスから

出ると報告しているが，この実験ではカルスが全然形成されなかった.即ちカルスが形成

されずに発根可能なことがあることになる.

現在東北ノ勺レプ株式会社山形出張所でクロマツやアカマツを砧木と してシラハタマツを

接木 しており， やや見るべき成績をあげている.

ハ.靭皮部に於ける含有成分

前記シラハグマツ，オキグママツ供試木の地上12mの所の樹皮を剥いで、それぞれの級皮
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部を分析した結果は次表の通りとなる.

第1表靭皮部乾物100に対する含有成分 (%)

品種¥成分 [R]溶性Ni蛋白態N[全 N|粗蛋白 |還元糖 |非還元糖|可溶全糖|全
シラハタマヅ I0.02ゆI1.428! 1.448 I 0.935 I 12.614 

オキタママツ I0.02ゆI0.395 I 0.415 I 0.259 I 9.188 

糖 i粗澱粉
3.310 

6.189 

上記数字からC!N率を求めると，シラハグマツ は12，オキタママツは41となって後者が

著しく高いことになる.この点、から見ただけでもシラハタマツに着果が少なくて，オキタ

ママツに着果の多いと いう理由が説明できそ うである.もと より供試木両種間に28年とい

う年令的差異があるわけだが，会窒素ならびに会糖の含有量から見ても，シラハタアツは

未だに元気よく生長を持続することができる能力のあることを示すものといえる.

;:. 酸素の代謝

アカ マツ，クロマツ，シラハグマツの新薬乾物r1mm3 について Warburg検圧計で酸

素の代謝を測定するに，1mg 1hのO2の吸収量は Q02アカマツ0.0741，クロ マツ 仏1596，

シラハグマツ0.1423であってシラハタ マツ はアカマツ とク ロマツとの中聞に位 している.

しかも クロマツの数値に著しく援近している.即ちこの性質からしてもシラハグマツに於

て葉が比較的粗生しているにかかわらず同化能力が比較的旺盛であるという証明になる

ホ.生長生理

シラハタマツは幼時の上長生長が極めて旺盛であって，5~6 年生頃から12~3 年生頃ま

では毎年 1m内外の生長を続ける.西村山郡大谷村にあるシラハグ マツ林46年生の樹高は

平均20m平均胸高直径22cmである.なお南松原では米沢営林署の調査によれば40年生で

樹高平均 18~24m， 平均胸高直径 27~37cm となっている.これを一般赤松林収穫表に!照

しでも 1等地ないしは2等地に相当する生長を示すことになる.

育首時代特に播種苦の生長は極めて不揃であり，これは播種後2ヶ月間日除を施して栽

培することによって緩和される.富木の展実期には一般アカマツと等しくク ロマ ツより 遅

第2表時期別総生長量

5. 1 
5.13 
5.28 
6.12-
6.25 
7.11 
7.26 
8.11 
8.26 
9.10 

一

一

2
0
4
一

グ
一大
長
一

1
D
2
1
0
0
2
1
3
3
4
2
1
一

マ
一肥
生
一

ω
ω
ω
ω
ω
ω
ω
ω
ω
ω
ω
ω
ω
一
値
位

.
丁
ー
|引
M
!
iU
4引
li
--
J
|判
JI
l
l
の
部

四
一
f
-長
長
一

味
ぶ
峨
峨
吃
叫
叫
晴
山
叫
叫
ゆ
叫

-
負

定
る

ん
仇

-P
一上
生
一

G
I
C
G
0
4
c
c
c
c
c
c
c
一
て

測

あ

量
寸
宣
叫
割
問
制
調
割
問
ー一時的
れ

斬

一
マ
市
生
ーほ

ほ

ほ

川

の

ほ

冷

川

止

長

時

た

臨時

一ヵ
一長
長
一

u
m
u叫
叫
お
り
品
目

ωumω
巾山

一
生

の

た

生
一
ァ

一上
生
一

0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
一
長

此
し

と
i
r
il
l
引

H
u
l
u
-
-
4
1
1
11一
上

が

更

脚

力

一大
長
一
似
仙
M
M
M
M

帥
耽
似
町
一
回
件
似
山
側
一
洪
諸
箆

時

一と
肥
生
一
弘
0.A札
口
弘

0・
仏

円
札

0
.
A
U
G.円札
口
弘

0
.
一
種

定

に

一
一1
11
1
1
1
111
;
I
lli
t
-
-
1

3
測

位

表

一一
戸
一
長
長

-
m
刀
封
建
漂
泊
却
』
m
m
-臼
は

下

見

一り
一
ヒ
主
一

1
1
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
一
お
の
の

築

-
、|
1
1
「ー
1
l
il
i
-
-
-
--
il
-
-一
月
す
芽

i
園
田

日

汀

泊
四
山
山
問
団
山
一
印
刷

m
m
m
A
一
7
一
回
開

湖
月

一E
E
f
t
t
:
t
E
E
!
E
M
M
口

一

53 



8 山形大学紀要(農学)第2巻第2号

れる.上長生長の停止期は一般にアカ マツのそれより早く，鶴岡市内では7月下旬に既に

冬芽の形成を見る.次に苗木の生長状況を調査するためにアカ マツ，シラハグマツ，クロ

マツの 3種の苦木を供試した.いづれも1951年に播種した 1年生首を用い， 1952年山形大

学農学部首畑で試験した.肥料は基肥として1m2当り硫安50g，過石30g，塩加10gを施し，

各区1m2毎に48本の首木を床替し乱塊法によって測定した. まず植付当時の苗木の大きさ

を測定してこれを原生長量とし，以後2週間ごとに苦高ならびに直径を測定して11月14日

をもって測定を終った.上長生長は地際から頂芽の下位までとし，肥大生長は地際の直径

を測定した.その結果3種の金生長量ならびに増分は第 2，3表に示すとおりとなった.

以上の結果から見て上長生長はシラハグマツが最大であり，次はクロ マツ， アカマツと

いう 11民である.生長初期のシラハタマツの生長曲線はアカマツのそれに類し，生長の最大

期は 3種とも 5月28日前後に一致している.シラハタマツはこの時期までに実に金上長生

長量の98%の生長を示すものである.肥大生長についてはクロマツが最大であって，次は

アカマツでシラハグマツが最も劣る. 3種と も概ね3回の顕著な生長旺盛期が認められ，

シラハグマツの最大生長期は9月25日であるが，アカマツ，クロマツは10月10日前後とな

る.従って生長休止期が他の 2種よりも早い.結局シラハタマツの苗木は細長形となる傾

向が多い.

へ.諸害に対する抵抗性

シラハグマツ加害病菌としてはマツの摺病 Cronart叩mquercu111 MIY ABEが少し発生す

る位であって他にはあまり見当らない.害虫としては次のような種類がある.

マツノシントメタマパェ Conta7'iniαsp. 

キイロコキクイムシ Cryphalus fulvus NIIJIMA 

マツノキボ、シゾウムシ Pissodes nitidus ROELOFS 

マツノムツパキクイ Ip.<; acumin日tusGYI.LENHAL 

以上の外マツノキクイムシ MyelophiluspiniperdαLINNE とマツノコキクイムシ M.minor

LINNEの後喰の害が少々ある程度である.上掲害虫の種類の中でも多発生のものはマツノ

シントメタマパェだけであり ，これはほとんど各地のシラハグマツ林に見受けることがで

きるが他の 3種は被害木，伐倒木に寄生する程度のものであって問題とするにたりない.

一般にシラハグマツは栓皮が極めて薄くて 1mm程度の厚さ しかなく，従って虫体を包容

するに足りないばかりでなく，樹勢が旺盛であるためであろう.要するに松喰虫に対する

抵抗性は極めて強いといえる.

しかし風ならびに雪に対しては決して強いとは云えない.

これを要するにシラハグマツの生理的特性としては生長力は極めて旺盛であり，虫害に

対して抵抗性が大であるが，耐寒性が一般アカマツより弱いことと風雪害に対してはあま

り強くないという結論になった.

5.植物分類学上の位置

シラハグマツの植物分類学上の位置については今日なお諸説あって帰一する所を知らな

い.佐藤敬二博士はシラハグマツを植物分類学的に研究した結果はアカマツとクロマツと

の雑種とアカマツとが含まれているよ うだと記載している.近年植木秀幹博士2)はこれま

で相黒松と呼ばれて来た Finusdensi-thunbergii Uyekiを赤黒松と訂正し， 赤黒松の中で

松葉が黒松のような性質のものを間黒松Pinusdensi-thuη.bergii f. dum Uyekiとし，赤
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松のような性質のものを間赤松 Pinusdensi-

thunbergiiメtenMisUyekiと命名せられ，

f dumは一般に海岸よりの所に分布してい
て Pinusthunbergii x P. densiflo1'αとも考え

られているが，f. tenuisは主として内陸地方

に分布していて Pinusde附ザ'li:mαxP. thunbe-

rg仇とも考えられるといっている.著者も一

応はシラハグマヅの特性がアカマツとクロマ

ツの中間に位するところから見て植木秀幹民

の間赤松に相当するものであろうと考えたの

であったが，その後シラハグマツの根端細胞

を採集してその染色体の伎型を検討するに至

って，シラハグマツは間赤松ではなくてアカ

マツの中のー優良品種である という結論を出

ーすに至った.

すなわちシラハグマツの絞型の観察は根端

統胞を採取して，これをカルノア液で固定し，

Smear及び Feulgenの方法でおしつぶし法

を採用した.シラハグマツq染色体数はアカ

第4図 シラハタマツの体細胞に於
ける染色体 (Metaphase)

(x 1，200) 

9 

マツやクロマツなどと同じく 2n=24であって本数には変りがないのである(第4図参照).

しかしながら上記3種の松の中でクロマツの染色体の構造は他の 2種のものに比較して著

しくかけ離れたものである.しかるにシラハグマツとアカマツとの表現型は極めて類似し

ている.これらの核型を詳しく綴察したのを簡単にまと めてみるならば，先ずこれら染色

体を大きく分けあと大小2型すなわち大 6対小6対となる.大型染色体の中の3対と小型

染色体の中の 3対にアカマツ もシラハグマツも共に Constrictionを持つてはおるがシラハ

グマツのそれは聞が長く伸びている. この種の実験だけでは Pinus属の基本核型をただち

に決定するということはできないが，形質の遺伝については，染色体の単一行動の説から

も充分考えられることでもあり，シラハグマツの場合形態的に 3対づっの 2種の染色体が

単的に行動しており， 明らかにシラハグマツの形質は遺伝的なものであって，アカマツと

クロマツとの雑種であるとは考えられない.シラハグマツの母樹から種子を採集Lて育て

られた苗木にもこの核型が遺伝しているし，かつ外部形態も遺伝している. なおシラハグ

マツを詳細に観察した矢作琴治氏の言によれば，置賜地方でオキグママツ林の中にこのシ

ラハタマツが自然に現われて来ているのを観察したこと がある とU、うほどに，シラハタ マ

ツはオキグママツの中からこう いう 形質のものが生まれて来て，その形質のよいこ とが人

自に触れて，個体選抜が繰り返えされて，次第にその性質が固定して来たものと考えられ

る.従って過去に於て中華から種子を輸入したと いう伝説はあくまでも伝説に過ぎないと

云うことになる.

6. Yラハタマツの謹林的価値

赤松の人工造林地で成績の良いものは極めて稀であると云われている折から，山形県産

シラハグマツの現存する林分は悉く人工植栽林であるにかかわらずその多くはフfラス林分
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であることは注目すべきことである. しかもその形態学的性質は今日叫ばれている精栄憤

候補木選抜の条件の大半を満足させるものである.ただし生理学的性質の点では，多少の

根点がないわけではなく，特に耐寒性が一蹴赤松より劣ることと，風雪害に対して必ずし

も強くないと云う歓点はあるが，今後育穫の研究によってこれ等の祇点も取り除かれるこ

とであろうし，現在持っている特性だけからしてもパルプ用材や建築用材や家具用材とし

て増殖の対象となるべき優良品種であると云えよう .事実またシラハグマツの優秀性が次

第に全国に知られて来て山形県内は勿論のこと県外からも種子や苗木の需要が増えて来て

いるので，更にここで造林学的立場からシラハタマツを検討して見ることにする.

イ.造林適地

シラハグマツはその生理学的特性から見て耐寒性は一般アカマツに劣り 風にも雪にもあ

まり強いとは云われないから，山形県としては300-350m以下の低山地帯が造林の対象に

なる.しかも積雪量が1m未満であり ，融雪の早い南向きの所がよく， 土壌型はBc型程度で，

土壌の理学的性質のよい乾燥叉は適潤地であって，地味は中庸の処を選ぶべきである.県

内での適地を求めるならば村山，置賜，庄内地方の低山丘陵地帯であって，風衝の少ない

寡雪地帯がよいことになる.県外としては比較的乾雪である秋田県の低山帯や山形県，宮

城県以南にも適するものと考えられる.南下するにつれて標高は次第に高くなるであろう.

ロ.育苗

シツハタマツの天然更新は先ず不可能に近い関係から，育苗作業に特に比重がかけられ

て来る.普通一般アカマツと同じ栽培様式では良い成績をあげることが出来ない.それは

種子の発芽率も悪く ，例え発芽しても不揃であって，一般マツ類のようには行かないため

である.シラハグマツは生理学的に見て養苗時代には特に水湿を好むようなので播種後2

ヶ月間日除を施すことによって揃ったよい富木を生産することが出来る.この点はカラマ

ツの栽培とよく似ている.シラハグマツの苦木はマツノハブJレイ病にあまり擢らないよう

なので山行苦として相当な形態になったら 2年生で山出ししてもよし或は昔時のように 3

年生で丈夫な苗木として山出しするのも一法である.その他一般の播種，床替技術はアカ

マツに準ずる.

挿木苗の養成は不可能ではないが，活着した苗木の形態から見て将来性に乏しいように

考えられる.それよりは接木によって増殖を試み採種園を造って，優良種子の増産を企て

た方がよいと思われる.接木は現在ほぼ成功の域に達しているが，接木時期等の点に於て

さらに一層の研究が必要である.山引苗を林間苗畑で養成して山出して首木の不足を補う

のもよい.

ハ.植栽及び撫育

シラハグマツはパルフ。用材や小丸太生産を目標としての短伐期林分の造成或は一般建築

用材，家具用材等を目標とする長伐期林分の造成が考えられるわけであるが， 一般的には

後者の方が効率的であると考えられる.目標によって植栽木数も異なるのであるが，一般

的には 1ha当り 3，000-4，000本が適当である.一般赤松は 1ha当りの基準植栽本数は

4，500-5，000本とされているが，これは樹型をよくするための密植であって，シラハタマ

ツは遺伝質が既に通宜性であるから 3，000本植でよいことになる.植栽後25-30年で第1

回の間伐を施して生長の促進をはかるべきであって，伐期に於ける残存本数は500-印O本

位が適当と考える.
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=- 既存林の保守芋と作業種

戦時中ならびに戦後に著しく減少しで残り少なくなったシラハグマツ林はこれを大切に

保存すべきであって，特に国有林には全然なく総て民有林に属している関係から補償制度

による伐採制限を行うべきである.形質のよいシラハグマツのプラス林分を母樹林として

指定面積を拡大して採種し，種子ならびに吉木に対して保証制度を設けて品質の優秀性を

保証すべきである.

前述した通りシラハタマツの天然更新は殆んど不可能に近いから既存の林分は皆伐によ

る植栽造林によるよりほか方法がないことになる.

ホ.増殖

近年シラハグマツが全国的にその優秀伎が知られてきて増殖の気運がかもし出されてき

ているが，結実量はたとえ一定であるとしても寡少であるので，一時に多量の苗木を育成

供給することは困難である.従って形質の優良なるシラハグマツのプラス林分を母樹林に

指定して種子の需要に応ずる外，一方では母樹林の中から優良個体を選抜して接木によっ

て増殖し採種園を造り，優秀個体聞の交配によって種子を生産し育苗の上これを山出しと

してその生長を見とどけて母働組合せの良否を知り，良い系統のシラハ、グマツの育成に努

めることが肝要である.

1.摘 要

シラハグマツの特性をまとめると次のようになる.

1) 幹が通直で完満，校下が長く ，偏心せずク ロ{ネは狭小で細校型である.

2) 樹皮は粗皮が早期に脱落して基部 1~2m以下だけに残っており，他は薄皮平滑であっ

て色彩は帯白褐色であり，栓皮の厚さは 1-2mrtlであってその直下が濃鯖色を呈している.

3) 針葉は一般に短く柔軟であり，葉の着生は粗である.

4)強果の形状は一般に細長型であってその形状比は平均2.0であり ，着果数は極めて少

ない.

5)播種苦の根は一般赤松に比較して著しく探検!生である.

6) 材質は竪密であって弾力性に富み，樹脂は少なく ，辺材多く ，心材の色は黄色であ

る.

7)耐寒性は一般アカ マツ とクロマツと の中聞に位する.

8)針葉に於ける酸素の代謝機能は比較的旺盛であって，クロマツとアカマツ との中間

に位する.

9)幼時に於ける土長生長が極めて旺盛であって，5~6 年生頃から12-3 年生頃までは

毎年1m位ずつ伸長を続ける.

10) 一般に諸害に対する抵抗性が大であって，害虫としては，マツノシン トメタマノミエ

Contarinia sp.位のものであり松喰虫には強いが， 風と雪に対してはあまり強いとはいえ

ない.

11) シラハタ マツはアカマツとク ロマツ との雑種ではなくてアカマツの中のー優良品種

であると見なした方が妥当である.

12)シラハタマツはパルプ用材， 建築用材，家具用材等を目標と して造林の価値がある.

8.参考文献

1)佐藤敬二(1931):東大演習林報告 15

51 

~一一』司胴~一ー一一ー，ーーー一『圃.... 



12 山形大学紀要(農学)第2巻 第2号

2) Homiki Uyeki (1953) : Scientific Reports Matsuyama Agr. Coll. 10 

3)斎藤孝蔵 ・上林敏夫 ・大石信孝 (1954):日林東北支部第5回大会講演集

4) 今野国太郎 ・谷口栄一・赤井一男 ・大石信孝 (19臼):山形農林学会報7

5)東北ノミノレフ。秋田工場研究課(1950):秋研報 3187

6)塩田 勇 (1955):山形県国有林野経蛍協議会報告書

7)斎藤孝蔵・ 須藤昭二 (1955):山形県国有林野経営協議会報告書

8)鈴木菊弥 (1955):蒼林6

9) 矢作琴治:シラハタマツに関する調査(未発表)

10)中村義人 ・遠山富太郎 (1954):日林誌 Vol.36， No. 11 

11)金沢林助 (1942):楕及動 Vol.10， No.9 

12)佐藤重平(1942):植及動 Vol.10， NO.3 

13)篠遠喜入 (1943);科学 14

Rるsumる

The author studied on the morphological and physiological characters and its 

silvicultural worth of Shirahata pine. 

Main results are as follows: 

1. The bole of this pine is well formed， long and cylindrical ; the crown is 

narrow with thin twigs. 

2. Bark 1-2mm thick， smooth with whitish-brown; inner layers green ; base 

of trunk 1-2m with brownish scaly plates. 

3. The needl巴sof this pine are short in length， flexibly and sparsely. 

4. The shape of cone is slender and its relative shape about 2.0. This speci回

produces small se巴dcrops with a fixed quantity. 

5. The roots of seedlings more quickly penetrate soil to a depth than that of 

Akamatsu (Pinus品川ザlo叩).

6. Sapwood neerly white and wide， heartwood pale yellowish. Wood with a 

slightly resinous， moderately strong. 

7. The power to resistexcessive cold of Shirahata pine is not hardier than 

Akamatsu， but hardier than Kuromatsu (Pin附 th肌 be1'gii).

8. A rate of oxygen requirement in neebles is far greater than Akamatsu， 

smaller than Kuromatsu. 

9. This pine shows during their early life rapidly in growth， .from 5， 6 to 12， 

13 years about 1 m a.nnual in height. 

10. C01山 Tiniasp. (Matsuno-shintome-tamabae) is persistent enemies of this pi-

ne， but the mal1y species of the pine bark beetles do no damage to it. This pine is 

less resistant to S110W arid wind injuries than aτe other pine trees. 

11. This pine is not the hybrid of Pinω 品川ザ'[OTVand P. thuJlbergii， but a most 

valuable race in Pin川市川ザlom.

12. Shirahata pine is one of the most highly silvicultural worth， as it produces 

the timber， furniture wood and pulp. 
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